
対象 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 平均

児童 55.3 32.7 9.2 2.8

保護
者

48.2 46.1 4.5 1.2

職員 35.3 58.8 5.9 0.0

児童 32.9 44.5 17.6 5.0

保護
者

52.4 43.0 3.6 0.9

職員 23.5 76.5 0.0 0.0

児童 65.2 20.0 10.1 4.8

保護
者

57.7 37.1 4.7 0.5

職員 50.0 43.8 6.3 0.0

児童 39.3 37.6 14.0 9.1

保護
者

47.7 41.1 10.6 0.7

職員 23.5 47.1 29.4 0.0

児童 59.9 31.7 5.5 2.9

保護
者

52.8 41.4 5.3 0.5

職員 29.4 70.6 0.0 0.0

児童 64.1 29.6 3.5 2.8

保護
者

48.2 45.1 6.2 0.5

職員 47.1 47.1 5.9 0.0

児童 62.8 28.9 5.5 2.7

保護
者

47.3 45.3 6.6 0.7

職員 35.3 64.7 0.0 0.0

児童 74.0 16.1 7.2 2.7

保護
者

42.3 49.3 7.1 1.3

職員 41.2 52.9 5.9 0.0

自己評価

3

基本的な生活習慣
（靴･スリッパ並べ、
廊下歩行等）の定
着

4

重点目標

3

4

3.4

3.3

豊
か
な
心

温かい人間関係づ
くりに向けた手立て
の工夫

確
か
な
学
び

元気な挨拶や会釈
の定着のための手
立ての工夫

1

2
無言清掃の定着と
環境美化

　分かりやすい授業
に向けた手立ての
工夫

1

望ましい学習習慣
の定着に向けた手
立ての工夫【教師、
保護者】と実際の取
組【児童】

2

読書習慣の定着に
向けた手立ての工
夫

 家庭学習の習慣化
に向けた手立ての
工夫【教師、保護
者】と実際の取組
【児童】

学校関係者評価委員の
御意見と評価

・教師の経験によって、分かりやすさに差があ
るように感じた。
・家庭と協力し、家庭学習の時間を確保して
いくための取り組みの工夫が今後も必要と思
う。
・児童の自発性が大事なことである。
・個別に応じた指導に今後も取り組んで欲し
い。

・保護者の満足感と児童や教師のそれとの差
を解消していく必要がある。
・C、Dの児童を引き上げて行くような取り組み
に努めて欲しい。
・家庭での指導も必要だと思う。
・今後も、児童に応じた先生方の工夫と家庭
の協力が必要だと思う。

・２と同じで、先生方の工夫や家庭の協力が
必要だと思う。
・教師の経験によって、手立ての工夫に差が
あるように感じる。
・家庭学習の時間を確保していくための取り
組みの工夫も必要と言える。また、児童の自
発性が大事なことである。

・図書室の掲示物など、児童の視覚に訴える工夫が
なされてとても良い。
・宿題や習い事と同等に取り組むための工夫が必要
である。この事が学力向上につながるのではないかと
考える。
・今の時代で考えると読書習慣を害する要素が多く、
その割には、よく取り組んでいるといえる。
・児童の読みたい本、興味のある本をできるだけ揃え
ていくようにして欲しい。また、家庭での習慣付けに今
後も取り組んで欲しい。
・読み聞かせや昼休みに読書する時間があるという
のは、大変良いことだと思う。

・顔を知っている人への挨拶は良く出来てい
る。地域の大人も子供たちに顔を覚えてもらう
工夫をしていく事が大切だと感じている。
・地域の方や生活指導部の取り組みもあり、
とても良い印象を持っている。
・挨拶には、個人差があるように思う。今後も
継続した取り組みが必要である。
・とても元気な挨拶が出来ていると思う。

・よく取り組めていると思う。今後も財光寺地
区の伝統にして欲しい。
・子どもたちの主体的な取り組みが大切であ
る。今後も率先垂範し、子どもたちを導いて欲
しい。
・全体的には評価できる。引き続き、環境美化
に取り組みその意識を高めて欲しい。
・よく取り組めていると思う。

・学校での取組が、家庭や地域でどれだけ実
践できているかが大切である。家庭との連携
を図りながら今後も続けて欲しい。
・A評価１００％達成に向けて取り組んで欲し
い。
・児童との意識の差が見られる。取組につい
て、子どもたちに分かるように、具体的な指導
をする必要があると思う。

・今後も個人に応じた手立ての工夫が必要で
ある。人間の温かさを表面的ではなくしっかり
と伝えることが必要である。
・表面には表れにくい難しい部分であるが、A
評価１００％達成に向けて取り組んで欲しい。
・すべての児童に寄り添うよう今後も努めて欲
しい。
・学級でみんなで遊ぶなどの取組も続けて欲
しい。

総合評
価

平成３０年度　　日向市立財光寺南小学校　　学校評価

3.4

3.7 3.6

3.4

評価段階     Ａ とてもよい  Ｂ だいたいよい  Ｃ もう少しである  Ｄ あまりよくない 



児童 70.0 21.8 5.8 2.4

保護
者

48.2 46.5 4.6 0.7

職員 56.3 31.3 6.3 6.3

児童 57.4 30.5 7.7 4.3

保護
者

49.6 43.2 6.8 0.5

職員 17.6 58.8 23.5 0.0

児童 67.7 19.4 8.1 4.8

保護
者

54.5 42.4 2.9 0.2

職員 37.5 50.0 12.5 0.0

児童 70.7 23.1 3.9 2.3

保護
者

59.7 37.4 2.4 0.5

職員 52.9 41.2 5.9 0.0

児童 73.3 18.9 4.9 2.8

保護
者

44.7 47.5 7.3 0.5

職員 42.9 50.0 7.1 0.0

児童

保護
者

48.6 46.2 4.7 0.5

職員 17.6 76.5 5.9 0.0

児童

保護
者

47.5 48.8 3.4 0.2

職員 35.3 52.9 11.8 0.0

避難訓練、交通安
全教室等、安全教
育の充実

4

健
康
・
安
全

運動や戸外での運
動遊びの奨励

1

早寝・早起き・朝ご
飯の定着に向けた
手立ての工夫

2

3

給食指導や弁当の
日の取組による望
ましい食習慣の育
成

3.4

3.5

体験・ふれあい活動
の推進によるキャリ
ア教育の充実

　参観日・学校行事
の計画的実施と内
容の充実

学校経営や教育実
践についての保護
者への発信

2

3

1

・すぐには身に付きにくいことなので、地道な
取組を根気強く続けていく事が必要だと思い
ます。
・小学校から大人になっても使えるような防災
時の学習に取り組むことが大切だと思う。
・１０号線の横断など、危険が多い地域であ
る。今後も地域との連携を続けて取り組んで
欲しい。

・「よのなか先生」の授業も参観してみたい。
・小学校のころから働くことを学んで行く事は、
将来、自分のやりたいことを決めていく参考と
なりとても良い。継続的に取り組んで欲しい。
・地域の人達とのふれあいを大切にしている
ことは良いことだと思う。
・子どもたちは、よのなか先生に親しみを感じ
ているようである。今後も継続して欲しい。

・今後も家庭の理解が得られるよう、継続した
取組と工夫が必要である。
・学級通信などを利用して、学校の出来事だ
けでなく、子どもたちの様子についても知らせ
て欲しい。

・みんな元気なことがとてもよい「すもう大会」
もよかった。
・よく取り組めている。外遊びなど、運動に取
り組んでいることはとても良いことである。な
かには、教室に残る児童もいると思うが、無
理に外に出す必要はないと思う。
・屋内だけで過ごす児童のことが気になる。
・クラスで遊ぶ日などの取り組みの工夫を今
後も続けて欲しい。

・よく取り組めていると思う。
・学年最後の参観日は日曜参観にすることは
出来ないだろうか。
・見るだけの参観ではなく、保護者も参加でき
るようにすることで、保護者も授業参観に集中
できるようにして欲しい。
・難しいことだが、全員が参観日に参加できる
よう、日程等の工夫に今後も取り組んで欲し
い。

4

連
携
等

職員
財中校区小中一貫教育
（グランドデザイン）の充

実
20.0 50.0 15.0 15.0 2.8

・家庭での取組を活発にするために、今後も
地道な声掛けを根気強く続けていく事が必要
である。
・子どもの頃からの徹底した指導が大事であ
る。学校だけでなく、家庭での習慣付けも大事
である。
・ゲーム・テレビなどでの夜更かしには、気を
付けてもらいたい。

・よく取り組めていると思う。
・弁当の日以外にも、土日の休みの日に一緒
にご飯を作るなどの取り組みもあるといいと
思う。
・家庭と協力し、様々な場面で取り組んで欲し
い。

3.6

3.3

3.6

3.2


